
小学校への少人数学級編制導入後 ３年後
実施校学力（全国標準学力検査ＮＲＴ）
の平均が、導入前と比較して向上し、
その後も高い水準を維持し続けた。
追跡調査を続けた子どもたちは、平 全国学テ

成２０年度（中学校３年生時）の全国 国語で

学力・学習状況調査で、全国４位（国 全国４位

語）という結果であった。
◇文部科学省「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査結果」より ◇県独自調査「児童の欠席日数調査」より

不登校の出現率が、導入前は全国平
均と同じであったが、Ｈ１３年のやま
びこプラン（少人数指導加配教員の配
置）、Ｈ１４の少人数学級導入後に下
がり、その後も低い水準を維持してい
る。また、欠席率も低下した。

◇効果が生まれた要因
制度が変わり→教員の意識が変わり→そして、授業が改善され、「効果」が生まれた。

＋ ＋

出典：第 1 回 今後の学級編制及び教職員定数の改善に関する有識者ヒアリング（平成 22 年 4 月 19 日実施） 長南博昭氏（山形県教育委員会教育委員長）提出資料
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「少人数学級」導入（Ｈ１４～）

①少人数学級編制

○教室にゆとり

○心にゆとり

○担任業務にゆとり

②教員の意識

○耳を傾けよう

○声をかけよう

○手をかけよう

③少人数学級の利点を活かした授業改善

国

語

全

国
算

数

導入前

単位％ 欠席率の変化（児童一人の年間欠席数の平均）

－中学校３年生－

日
全国

山形

出現率0.1＝1人／1000人 出現率0.24＝１万人の中で24人不登校

山形県における「少人数学級編制」の効果


